
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度 　　　　　教科（２学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識および技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解する
ことができる。
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支
える働きがあることを理解することができ
る。
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を
増し、それらの文化的背景について理解を
深め、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにすることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のもの
の見方、感じ方、考え方を深め、我が国の
言語文化について自分の考えをもつことが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深めるととも
に、生涯にわたって読書に親しみ自己を向
上させる態度を養う。

〇 〇 〇 15

【知識・技能】
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働きが
あることを理解している。
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き，文や
文章の中で使っている。
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、それ
らの文化的背景について理解を深め、文章の中で使う
ことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解し
ている。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えて
いる。
・「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏ま
え、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、我が
国の言語文化について自分の考えをもっている。
・「書くこと」において、考えが効果的に伝わるよ
う、文章の種類、構成、展開や、文体、描写、語句な
どの表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、
学習課題に沿って、登場人物の心情の変化を読み取
り、主題について考えようとしている。
・進んで調べて得た情報を的確に整理し、学習課題に
沿って、人物像が伝わる解説文を作ろうとしている。

〇 〇

1〇 〇

・指導事項
　１歴史的仮名遣いや品詞等の文語文を
きまりを理解し、説話の内容や登場人物
の心情を捉え、説話の面白さを理解す
る。
　２訓読に関する基本的なルールを理解
し、文章の内容や登場人物の心情を本文
をもとに理解する。
　３格言、故事成語を適切にその背景や
意味を踏まえて適切に用いる。
・教材等
　『方丈記』「ゆく川の流れ」
　『十八史略』「鶏鳴狗盗」

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要
な訓読のきまりや古典特有の表現などについて理解し
ている。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言
葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言
葉とのつながりについて理解している。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて，内
容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えて
いる。
・「書くこと」において、自分の考えが効果的に伝わ
るよう構成、語句、表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで訓読のきまりや古典特有の表現について理解
し、学習課題に沿って登場人物の言動や言葉の内容を
読み取ろうとしている。

〇 〇 〇

古典探究国語

古典作品の主要ジャンルを通して古典を読む能
力の基礎を培う

（１組：山岡　）（２組：及川　）（３組：及川　）（４組：山岡　）（５組：及川　）（６組：及川　）（７組：及川　）

評価規準 知 思 態
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都立東

【学びに向かう力、人間性等】

古典についての理解を深め、古典に親しむ気持
ちを醸成する

古典探究

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 　古典作品の主要ジャンルを通して古典を読む能力の基礎を培う

国語 古典探究 2

【知識および技能】
・ 言葉には、文化の継承、発展、創造を
支える働きがあることを理解することがで
きる。
・ 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字
を書き、文や文章の中で使うことができ
る。
・ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量
を増し、それらの文化的背景について理解
を深め、文章の中で使うことを通して、語
感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・ 文章の意味は、文脈の中で形成される
ことを理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 文章の種類を踏まえて、内容や構成、
展開などについて叙述を基に的確に捉える
ことができる。
・ 作品や文章の成立した背景や他の作品
などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深め
ることができる。
・ 作品の内容や解釈を踏まえ、自分のも
のの見方、感じ方、考え方を深め、我が国
の言語文化について自分の考えをもつこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深めるととも
に、生涯にわたって読書に親しみ自己を向
上させ、我が国の言語文化の担い手として
の自覚をもち、言葉を通して他者や社会に
関わろうとする態度を養う。

・指導事項
　１助動詞や助詞、呼応の副詞や係り結
び等の文法事項を理解し、文章の内容や
登場人物の心情を捉え、古文の面白さを
理解する。
　２訓読に関する基本的なルールを理解
し、文章の内容や登場人物の心情を本文
をもとに理解する。
　３格言、故事成語を適切にその背景や
意味を踏まえて適切に用いる。
・教材等
　『源氏物語』「光源氏の誕生」
　『史記』「四面楚歌」

１
学
期

【知識および技能】
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を
増し、それらの文化的背景について理解を
深め、文章の中で使うことを通して、語感
を磨き語彙を豊かにすることができる。
・文章の意味は、文脈の中で形成されるこ
とを理解することができる。

定期考査

日本および中国の作品を読み解き、意見や感想
なども自身の言葉で表現する

高等学校　精選古典探究（第一学習社）

国語

　日本および中国の作品を読み解き、意見や感想なども自身の言葉で表現する

　古典についての理解を深め、古典に親しむ気持ちを醸成する

【思考力、判断力、表現力等】
・（読むこと）文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開などについて叙述を基に的
確に捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・生涯にわたって読書に親しみ、我が国の
言語文化の担い手としての自覚をもち、言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態
度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

定期考査

・指導事項
　１助動詞や助詞、呼応の副詞や係り結
び等の文法事項を理解し、文章の内容や
登場人物の心情を捉え、古文の面白さを
理解する。
　２訓読に関する基本的なルールを理解
し、文章の内容や登場人物の心情を本文
をもとに理解する。
　３格言、故事成語を適切にその背景や
意味を踏まえて適切に用いる。
・教材等
　『伊勢物語』
　「初冠」
　　故事・寓話
　「呉越同舟」

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要
な文語のきまりや古典特有の表現などについて理解し
ている。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言
葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言
葉とのつながりについて理解している。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて，内
容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えて
いる。
・「書くこと」において、自分の考えが効果的に伝わ
るよう構成、語句、表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文語のきまりや古典特有の表現について理解
し、学習課題に沿って登場人物の言動や和歌の内容を
読み取ろうとしている。

15

1



定期考査 〇 〇 1

３
学
期

【知識および技能】
・ 言葉には，文化の継承、発展、創造を
支える働きがあることを理解することがで
きる。
・ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量
を増し、それらの文化的背景について理解
を深め、文章の中で使うことを通して、語
感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・ 文章の意味は、文脈の中で形成される
ことを理解することができる。
・ 我が国の言語文化の特質や我が国の文
化と外国の文化との関係について理解する
ことができる。
・ 古典の世界に親しむために、古典を読
むために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 文章の種類を踏まえて、内容や構成、
展開などについて叙述を基に的確に捉える
ことができる。
・ 作品や文章に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉え、内容を解釈するこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深めるととも
に、生涯にわたって読書に親しみ自己を向
上させ、我が国の言語文化の担い手として
の自覚をもち、言葉を通して他者や社会に
関わろうとする態度を養う。

・指導事項
　１助動詞や助詞、呼応の副詞や係り結
び等の文法事項を理解し、文章の内容や
登場人物の心情を捉え、古文の面白さを
理解する。
　２訓読に関する基本的なルールを理解
し、文章の内容や登場人物の心情を本文
をもとに理解する。
　３格言、故事成語を適切にその背景や
意味を踏まえて適切に用いる。
・教材等
　『平家物語』「能登殿の最期」
　孟子「性善」

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要
な文語のきまりや古典特有の表現などについて理解し
ている。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言
葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言
葉とのつながりについて理解している。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えて
いる。
・「書くこと」において、自分の考えが効果的に伝わ
るよう構成、語句、表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文語のきまりや古典特有の表現について理解
し、学習課題に沿って登場人物の言動や和歌の内容を
読み取ろうとしている。

〇 〇 〇
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合計

定期考査 〇 〇 70

15

定期考査 〇 〇 1

【知識および技能】
・ 言葉には、文化の継承、発展、創造を
支える働きがあることを理解することがで
きる。
・ 我が国の言語文化に特徴的な語句の量
を増し、それらの文化的背景について理解
を深め、文章の中で使うことを通して、語
感を磨き語彙を豊かにすることができる。
・ 文章の意味は、文脈の中で形成される
ことを理解することができる。
・ 古典の世界に親しむために、古典を読
むために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・ 文章の種類を踏まえて、内容や構成，
展開などについて叙述を基に的確に捉える
ことができる。
・ 作品や文章に表れているものの見方、
感じ方、考え方を捉え、内容を解釈するこ
とができる。
・ 作品の内容や解釈を踏まえ、自分のも
のの見方、感じ方、考え方を深め、我が国
の言語文化について自分の考えをもつこと
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深めるととも
に、生涯にわたって読書に親しみ自己を向
上させ、我が国の言語文化の担い手として
の自覚をもち、言葉を通して他者や社会に
関わろうとする態度を養う。

・指導事項
　１助動詞や助詞、呼応の副詞や係り結
び等の文法事項を理解し、文章の内容や
登場人物の心情を捉え、古文の面白さを
理解する。
　２訓読に関する基本的なルールを理解
し、文章の内容や登場人物の心情を本文
をもとに理解する。
　３格言、故事成語を適切にその背景や
意味を踏まえて適切に用いる。
・教材等
　『大鏡』「弓争ひ」
　漢詩「秋風引」「除夜寄弟妹」

【知識・技能】
・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要
な文語のきまりや古典特有の表現などについて理解し
ている。
・時間の経過や地域の文化的特徴などによる文字や言
葉の変化について理解を深め、古典の言葉と現代の言
葉とのつながりについて理解している。
【思考・判断力・表現】
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内
容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉えて
いる。
・「書くこと」において、自分の考えが効果的に伝わ
るよう構成、語句、表現の仕方を工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで文語のきまりや古典特有の表現について理解
し、学習課題に沿って登場人物の言動や和歌の内容を
読み取ろうとしている。 〇 〇 〇

２
学
期


